
                     

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
九
日
、
本
学
客 

 
 

 
 

 
 

 

員
教
授
で
あ
る
土
井
善
晴
先
生
の
公 

 
 

 
 

 
 

 

開
講
座
を
、
甲
子
園
短
期
大
学
の
教 

 
 

 
 

 
 

 

育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
甲
子
園
大
学
が 

 
 

 
 

 
 

 

共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

当
日
は
、
短
期
大
学
の
第
21
回
キ 

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会
と
も
共
催
し
た
た
め
、
地
域
の
一
般

参
加
者
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会
の
参
加
者
が
加
わ
り
、

さ
ら
に
甲
子
園
短
期
大
学
の
学
生
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
聴
講
し

た
甲
子
園
大
学
の
学
生
等
、
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
人
生
100
年
時
代
の
食
生
活
と
料
理
～
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本 

料
理
の
魅
力
と
料
理
す
る
こ
と
の 

重
要
性
に
つ
い
て
、
楽
し
い
エ
ッ 

セ
ン
ス
や
料
理
の
写
真
を
交
え
て 

ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た 

学
生
と
の
質
疑
応
答
で
は
、
介
護 

の
現
場
に
お
け
る
食
事
の
ア
ド
バ 

イ
ス
等
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

令
和
六
年
三
月
十
四
日
、
甲
子 

園
学
院
高
等
学
校
講
堂
に
お
い
て
、 

卒
業
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。 

 

久
米
知
子
学
院
長
・
理
事
長
先 

生
、
ご
来
賓
の
方
々
、
保
護
者
の 

皆
様
と
学
生
が
一
堂
に
会
し
て
、 

張
り
詰
め
た
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、 

早
坂
三
郎
学
長
よ
り
代
表
学
生
に 

卒
業
証
書
・
学
位
記
が
授
与
さ
れ 

ま
し
た
。
引
き
続
い
て
、
学
長
か 

ら
の
門
出
を
祝
う
式
辞
、
在
学
生
か
ら
の
心
温
ま
る
送
辞
に
対

し
、
卒
業
生
代
表
か
ら
は
学
生
生
活
の
思
い
出
と
社
会
へ
旅
立

つ
決
意
を
込
め
た
感
謝
の
答
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
目
が
潤

む
卒
業
式
唱
歌
「
仰
げ
ば
尊
し
」「
蛍
の
光
」、
そ
し
て
最
後
に
学

歌
を
斉
唱
し
、
式
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
今
後
益
々
の
ご
健 

康
と
そ
れ
ぞ
れ
の
途
で
の
ご
活
躍
を
心
よ
り 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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